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209

帳票の印刷方法（現場検査チェックシートおよびバインダー用紙）

現場検査チェックシートおよびバインダー用紙を印刷します。

完了

帳票の印刷⽅法

① 印刷したい帳票に☑を付け、「印刷」ボタンをクリックします。

①

■現場検査チェックシート ■バインダー用紙

現場検査チェックシートとバインダー用紙のサンプル

≪2017年 12月版≫208

自主検査結果の⼊⼒

自主検査結果の入力（現場写真の登録～検査完了の方法）

適切に処理ができていれば登録が完了し、登録したファイルの情報が表⽰されます。

１枚目は必ず「全景」の写真を
登録してください

自主検査結果の報告完了

〜 の⼊⼒が完了しましたら、「検査完了」ボタンをクリックします。

① 「検査完了」ボタンをクリックすると、まもりすネットにおける⾃主検査結果の報告が
完了します。

①
「一時保存」ボタンをクリックすると、
⼊⼒したデータが保存されます。

⾃主検査結果の報告が完了すると、上記⾚丸の部分の表⽰が
・「検査完了︓未」から「検査完了︓済」
・「検査完了」ボタン（⻘⾊）から「検査完了解除」ボタン（橙⾊）

に変わります。

≪2017年 12月版≫

ペンのボタンをクリック
すると撮影箇所、コメ
ントを編集できます。

誤ったデータを添付した場合、ごみ
箱のボタンをクリックするとデータが
削除されます。①〜⑧の操作を再
度⾏ってください。

写真の添付順序を変更したい場合、
矢印ボタンをクリックすると、順番を
⼊れ替えることができます。
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その他の機能

【添付書類】タブの【保険申込時】タブから、オンライン申込の際に添付した書類を閲覧すること
ができます。
（書類申請の場合は閲覧することができません。）

オンライン申込時の添付書類の閲覧

【帳票印刷】タブから、帳票をダウンロードし、印刷することができます。

帳票のダウンロード・印刷

211

検査書類一括印刷 現場検査チェックシートおよびバインダー用用紙
チェックシート 現場検査チェックシート（住宅の⼯法に合わせて）

各ボタンからダウンロードされる帳票は以下のとおりです。

検索結果一覧の画面でも帳票を印刷することができます

①検索結果一覧の下部にあるバーを右にスライドさせます。
②ダウンロードボタンから、検査回の現場検査チェックシートおよびバインダー用用紙を
ダウンロードすることができます。

①

②

≪2017年 12月版≫210

⼊⼒作業等が終わりましたら、必ずログアウトしてください。

トップ画面 右上の「ログアウト」をクリックします。

ログアウトの確認のメッセージが表示されます。「はい」ボタンをクリックします。

ログアウト完了

ログアウト

まもりすネットからのログアウトについて

≪2017年 12月版≫
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タブレット端末での使用について

213

まもりすネット（検査員用）は、タブレット端末から閲覧や⼊⼒をすることができます。
操作画面は、パソコンの画面と基本的には変わりませんが、一部操作⽅法が異なる箇所につい
て説明いたします。

①

③

②

タブレット端末で撮影した写真の登録
タブレット端末上で、③のフォルダのボタンをクリックすると、カメラが起動し、撮影した写真
を直接登録することができます。

■iPadの場合

① 「写真の追加」ボタンをクリックします。
② フォルダのボタンをクリックします。
③ 「写真またはビデオを撮る」をクリックします。
以降、起動したカメラアプリの操作に従って写真を撮り、登録してください。

≪2017年 12月版≫

その他の機能

【マップ】タブから、申込住宅の「現場所在地」の地図を表示することができます。
なお、地名地番の場合、正確な地図を表⽰することができませんので、ご注意ください。

現場所在地の地図の表示

212

検索画面から、現場検査情報のCSVファイルを出⼒することができます。
CSVファイルフォーマットは、「操作マニュアル CSV解説編」を参照してください。

CSVファイル出⼒

① 検索画面で検索条件を⼊⼒し、「検索」ボタンをクリックすると、検索条件に合致
する住宅の検索結果が表⽰されます。

② 「エクスポート」ボタンをクリックし、出⼒対象を選択すると、検索結果の現場検査
情報のCSVファイルが出⼒されます。

① ②

≪2017年 12月版≫
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≪2017年 12月版≫
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１ 写真の撮影枚数は全景を含めて３�６枚

２ 撮影箇所は現場検査項目ならどこでもOK

３ 画質は500万画素程度、
撮影箇所にピントを合わせて横向きで撮影

４ 必要事項を記載したバインダーとスケールを
添える

５ 設計施工基準に適合していないと誤解を
招く写真は撮影しない

写真撮影時の５大ポイント（基本ルール）
平成27年4月版

まもりすまい保険

現場施工状況写真 撮影の手引き

212
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１ 全景　例①（必須） 撮影時の注意ポイント

・建物全体を撮影します。前面道路側から建物を

撮影することを原則とします。（逆光にならな

いように注意してください）

・建物が特定できるように周囲の風景などを写し

込みます。

・バインダーの添付は省略可とします。

・人物（作業員を含む）やごみ・残材が写らない

アングルを選択してください。

２ 全景　例②（必須） 撮影時の注意ポイント

・バインダーの添付は省略可とします。

３ 底盤配筋の状況（べた基礎） 撮影時の注意ポイント

・最低でも１ｍ×１ｍ程度の範囲を撮影してくだ

さい。（スペーサーが四隅に写る程度とします）

・機構所定のバインダー（スケール付）を使用

しない場合は、スケール等を添えます。

・スラブの中央部で設備の埋設配管等が無い部分で

撮影します。

４ 基礎立上り部分（べた基礎　配筋方法） 撮影時の注意ポイント

・配筋方法（上端、下端の主筋、縦筋の間隔）が

写るように撮影してください。

・スケールは縦筋の間隔が分るように添えます。

NO1

現場検査時に撮影する写真

まもりすまい保険　基礎配筋工事完了時（木造軸組・枠組壁工法共通）

バイン

バインダー

バインダー

バインダー

現場施工状況写真撮影の共通注意事項

・施工状況写真はデジタルカメラを使用し、データは1.2ＭＢ（500万画素）程度に設定してください。

・写真は横長で撮影してください（縦横比は、３：４（1920×2560等）でお願いいたします。）。

・写真撮影時は、撮影対象部位を明確にし、被写体が影になったり光の反射がないよう気を付けてください。

・バインダーの使用は各検査回最低１枚（現場検査項目の該当する部位の写真）は必須とします。

・バインダーには「申込受付番号」、「検査員番号」及び「撮影年月日」の記入が必須です。

・撮影部位は、バインダーに記載する必要はありませんが、まもりすネットへ写真をアップロードする際は、

「撮影箇所」及び「コメント」を入力し撮影部位の特定ができるようにしてください。

・ここに例示する部位の写真を必須とするものではありません。現場検査員の判断で現場検査項目に該当

する部位を撮影してください。

・撮影した写真は、必ず現場で確認してください。撮影したつもりが撮影できていなかったり、ピントが

ボケている等、意図した写真構図になっていない場合は、その場で再度撮影し直してください。

・悪天候やデジカメの故障など、やむを得ない状況で写真が撮れない場合は、その事由を

「現場検査チェックシートの備考欄」及びまもりすﾈｯﾄの「写真未登録理由」欄に必ず記入してください。

まもりすネットへのアップロード時の注意事項

・

・

アップロードをした順に、写真が掲載されます。アップロードの際は、必ず一番初めに「全景」をアッ
プロードしてください。

「撮影箇所」は、プルダウンリストより選択してください。「撮影箇所」が選択肢にない場合は、「そ
の他」を選択し右側の自由記述欄に「撮影箇所」の記入をお願いいたします。

まもりすネット プルダウンリスト（例）
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１ 全景　例①（必須） 撮影時の注意ポイント

・建物全体を撮影します。前面道路側から建物を

撮影することを原則とします。（逆光にならな

いように注意してください）

・建物が特定できるように周囲の風景などを写し

込みます。

・バインダーの添付は省略可とします。

・人物（作業員を含む）やごみ・残材が写らない

アングルを選択してください。

２ 全景　例②（必須） 撮影時の注意ポイント

・バインダーの添付は省略可とします。

３ 底盤配筋の状況（べた基礎） 撮影時の注意ポイント

・最低でも１ｍ×１ｍ程度の範囲を撮影してくだ

さい。（スペーサーが四隅に写る程度とします）

・機構所定のバインダー（スケール付）を使用

しない場合は、スケール等を添えます。

・スラブの中央部で設備の埋設配管等が無い部分で

撮影します。

４ 基礎立上り部分（べた基礎　配筋方法） 撮影時の注意ポイント

・配筋方法（上端、下端の主筋、縦筋の間隔）が

写るように撮影してください。

・スケールは縦筋の間隔が分るように添えます。

NO1

現場検査時に撮影する写真

まもりすまい保険　基礎配筋工事完了時（木造軸組・枠組壁工法共通）

バイン

バインダー

バインダー

バインダー

現場施工状況写真撮影の共通注意事項

・施工状況写真はデジタルカメラを使用し、データは1.2ＭＢ（500万画素）程度に設定してください。

・写真は横長で撮影してください（縦横比は、３：４（1920×2560等）でお願いいたします。）。

・写真撮影時は、撮影対象部位を明確にし、被写体が影になったり光の反射がないよう気を付けてください。

・バインダーの使用は各検査回最低１枚（現場検査項目の該当する部位の写真）は必須とします。

・バインダーには「申込受付番号」、「検査員番号」及び「撮影年月日」の記入が必須です。

・撮影部位は、バインダーに記載する必要はありませんが、まもりすネットへ写真をアップロードする際は、

「撮影箇所」及び「コメント」を入力し撮影部位の特定ができるようにしてください。

・ここに例示する部位の写真を必須とするものではありません。現場検査員の判断で現場検査項目に該当

する部位を撮影してください。

・撮影した写真は、必ず現場で確認してください。撮影したつもりが撮影できていなかったり、ピントが

ボケている等、意図した写真構図になっていない場合は、その場で再度撮影し直してください。

・悪天候やデジカメの故障など、やむを得ない状況で写真が撮れない場合は、その事由を

「現場検査チェックシートの備考欄」及びまもりすﾈｯﾄの「写真未登録理由」欄に必ず記入してください。

まもりすネットへのアップロード時の注意事項

・

・

アップロードをした順に、写真が掲載されます。アップロードの際は、必ず一番初めに「全景」をアッ
プロードしてください。

「撮影箇所」は、プルダウンリストより選択してください。「撮影箇所」が選択肢にない場合は、「そ
の他」を選択し右側の自由記述欄に「撮影箇所」の記入をお願いいたします。

まもりすネット プルダウンリスト（例）
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１ 全景（好ましくない事例）

・人物が中央に配置されている。

この場合は、バインダーは、画面隅に配置する

のが好ましいです。

・ただし、全景時の撮影時、バインダーの添付は

省略可とします。

２ 全景（好ましくない事例）

・

３ 底盤配筋の状況（好ましくない事例）

・

４ 底盤配筋の状況（好ましくない事例）

・

基礎底盤に大きいコンクリートブロックのよう
なものが転がっている

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

捨コンにクラックが入っている（施工上問題が
ない場合でも、写真撮影は控える方がよい）

基礎底盤に設備配管が通っており、かぶり厚が
不足しているようにみえる

撮影時の注意ポイント

まもりすまい保険　基礎配筋工事完了時（木造軸組・枠組壁工法共通） NO３

撮影時の注意ポイント

現場検査時に撮影する写真（好ましくない事例）

バインダー

バインダー

バインダー

バインダー

５ 基礎立上り部分（配筋方法）

・隅部の配筋方法については現場検査項目として

定めていません。設計図で配筋方法を特記して

いる場合で、それを確認できた場合に限り撮影

してください。

※ 開口部の補強についても同様とします。

６ 基礎立上り部分（布基礎　配筋方法）

・配筋方法（上端、下端の主筋、縦筋の間隔）が

分るように撮影してください。

・スケールは縦筋の間隔が分かるように添えます。

７ 底盤配筋の状況（布基礎）

・配筋方法（ベース筋の径、間隔）が分るように

撮影してください。

・スケールはベース筋の間隔が分かるように添えま

す。

撮影時の注意ポイント

NO2

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

まもりすまい保険　基礎配筋工事完了時（木造軸組・枠組壁工法共通）

現場検査時に撮影する写真

バインダー

バインダー
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１ 全景（好ましくない事例）

・人物が中央に配置されている。

この場合は、バインダーは、画面隅に配置する

のが好ましいです。

・ただし、全景時の撮影時、バインダーの添付は

省略可とします。

２ 全景（好ましくない事例）

・

３ 底盤配筋の状況（好ましくない事例）

・

４ 底盤配筋の状況（好ましくない事例）

・

基礎底盤に大きいコンクリートブロックのよう
なものが転がっている

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

捨コンにクラックが入っている（施工上問題が
ない場合でも、写真撮影は控える方がよい）

基礎底盤に設備配管が通っており、かぶり厚が
不足しているようにみえる

撮影時の注意ポイント

まもりすまい保険　基礎配筋工事完了時（木造軸組・枠組壁工法共通） NO３

撮影時の注意ポイント

現場検査時に撮影する写真（好ましくない事例）

バインダー

バインダー

バインダー

バインダー

５ 基礎立上り部分（配筋方法）

・隅部の配筋方法については現場検査項目として

定めていません。設計図で配筋方法を特記して

いる場合で、それを確認できた場合に限り撮影

してください。

※ 開口部の補強についても同様とします。

６ 基礎立上り部分（布基礎　配筋方法）

・配筋方法（上端、下端の主筋、縦筋の間隔）が

分るように撮影してください。

・スケールは縦筋の間隔が分かるように添えます。

７ 底盤配筋の状況（布基礎）

・配筋方法（ベース筋の径、間隔）が分るように

撮影してください。

・スケールはベース筋の間隔が分かるように添えま

す。

撮影時の注意ポイント

NO2

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

まもりすまい保険　基礎配筋工事完了時（木造軸組・枠組壁工法共通）

現場検査時に撮影する写真

バインダー

バインダー
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１ 全景（必須）

・建物全体を撮影します。前面道路側から建物を

撮影することを原則とします。（逆光にならな

いように注意してください）

・建物が特定できるように周囲の風景などを写し

込みます。

・バインダーの添付は省略可とします。

・人物（作業員を含む）やごみ・残材が写らない

アングルを選択してください。

２ 土台・柱脚部・筋かい耐力壁（軸組工法）

・土台の基礎への緊結状況（アンカーボルト等）を

撮影します。

・柱脚金物（ホールダウン金物等）を撮影します。

・筋かい耐力壁の端部金物を撮影します。

・上記項目を設計図書等により確認した部分を撮影

します。複数項目をできる限りまとめて撮影して

ください。

３ 柱頭部・筋かい耐力壁（軸組工法）

・柱頭金物の設置状況を撮影します。

・筋かい耐力壁の端部金物を撮影します。

・上記項目を設計図書等により確認した部分を撮影

します。複数項目をできる限りまとめて撮影して

ください。

４ 小屋組（軸組工法）

・振れ止め等の設置状況、火打ちばりの種類が分る

写るように撮影します。

・バインダーの添付は省略可とします。

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

まもりすまい保険　屋根工事完了時内装下地張り直前（木造軸組・枠組壁工法共通） NO５

現場検査時に撮影する写真

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

バインダー

バインダー

工事看板

５ 基礎立上り部分（べた基礎　配筋方法）

・

６ 基礎立上り部分（配筋方法）

・バインダー及びスケールの添付がない

７ 基礎立上り部分（布基礎　配筋方法）

・検査時期が適切ではない（必要な手続きがある場合等を除く）

・写真に余計なもの（ビニール袋）が写っている

８ 底盤配筋の状況（布基礎）

・スケールのあて方が雑で、寸法がわかりにくい

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

まもりすまい保険　基礎配筋工事完了時（木造軸組・枠組壁工法共通） NO４

現場検査時に撮影する写真（好ましくない事例）

撮影時の注意ポイント

底盤の撮影をするときは、スケールをあててく
ださい

バインダー

バインダー
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１ 全景（必須）

・建物全体を撮影します。前面道路側から建物を

撮影することを原則とします。（逆光にならな

いように注意してください）

・建物が特定できるように周囲の風景などを写し

込みます。

・バインダーの添付は省略可とします。

・人物（作業員を含む）やごみ・残材が写らない

アングルを選択してください。

２ 土台・柱脚部・筋かい耐力壁（軸組工法）

・土台の基礎への緊結状況（アンカーボルト等）を

撮影します。

・柱脚金物（ホールダウン金物等）を撮影します。

・筋かい耐力壁の端部金物を撮影します。

・上記項目を設計図書等により確認した部分を撮影

します。複数項目をできる限りまとめて撮影して

ください。

３ 柱頭部・筋かい耐力壁（軸組工法）

・柱頭金物の設置状況を撮影します。

・筋かい耐力壁の端部金物を撮影します。

・上記項目を設計図書等により確認した部分を撮影

します。複数項目をできる限りまとめて撮影して

ください。

４ 小屋組（軸組工法）

・振れ止め等の設置状況、火打ちばりの種類が分る

写るように撮影します。

・バインダーの添付は省略可とします。

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

まもりすまい保険　屋根工事完了時内装下地張り直前（木造軸組・枠組壁工法共通） NO５

現場検査時に撮影する写真

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

バインダー

バインダー

工事看板

５ 基礎立上り部分（べた基礎　配筋方法）

・

６ 基礎立上り部分（配筋方法）

・バインダー及びスケールの添付がない

７ 基礎立上り部分（布基礎　配筋方法）

・検査時期が適切ではない（必要な手続きがある場合等を除く）

・写真に余計なもの（ビニール袋）が写っている

８ 底盤配筋の状況（布基礎）

・スケールのあて方が雑で、寸法がわかりにくい

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

まもりすまい保険　基礎配筋工事完了時（木造軸組・枠組壁工法共通） NO４

現場検査時に撮影する写真（好ましくない事例）

撮影時の注意ポイント

底盤の撮影をするときは、スケールをあててく
ださい

バインダー

バインダー
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外壁防水紙

・防水紙の種類・重ね幅、通気胴縁の施工状況、

開口部廻りの防水テープの施工状況を確認し、

撮影します。

（防水紙を剥がすことまでは、求めていません）

・乾式外壁の場合、通気層内で空気が対流する

構造となっていることを確認してください。

・バインダー及びスケールの添付は不要とします。

外壁防水紙・通気構法

・防水紙の種類・重ね幅、通気胴縁の施工状況、

開口部廻りの防水テープの施工状況を確認し、

撮影します。

・乾式外壁の場合、通気層内で空気が対流する

構造となっていることを確認してください。

・バインダー及びスケールの添付は不要とします。

バルコニー防水

・バルコニー防水施工状況（サッシ取付前先施工）

・開口部下端と一般部の防水立上りの高さが適正で

あることを確認した部位を撮影します。

・バインダー及びスケールの添付は必須とします。

内観

・内観の撮影例

（第2回現場検査の実施時期が透湿防水シートを

張った段階であることが明確に分かる）

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

10

11

12

９ 撮影時の注意ポイント

まもりすまい保険　屋根工事完了時内装下地張り直前（木造軸組・枠組壁工法共通） NO７

現場検査時に撮影する写真

バインダー

バインダー

バインダー

５ 床根太の設置（枠組壁工法）

・床根太の支店間距離、転び止めの設置、床根太

相互の間隔等について確認した部位を撮影しま

す。

・バインダーの添付は省略可とします。

・なるべく広い居室を撮影してください。

６ 耐力壁・開口部の構造（枠組壁工法）

・たて枠の間隔、開口部の構造等について確認した

部位を撮影します。

・バインダーの添付は省略可とします。

７ 小屋組の状況（枠組壁工法）

・たる木の間隔、たる木つなぎ、振れ止めの設置

状況等を確認した部位を撮影します。

・バインダーの添付は省略可とします。

８ バルコニー防水

・防水の施工状況を撮影します。開口部下及び開口

部以外の防水立上り高さが適正であることを確認

した部位を撮影します。

・バインダー及びスケールの添付は必須とします。

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

まもりすまい保険　屋根工事完了時内装下地張り直前（木造軸組・枠組壁工法共通） NO６

現場検査時に撮影する写真

撮影時の注意ポイント

バインダー

スケール

バインダー

バインダー
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外壁防水紙

・防水紙の種類・重ね幅、通気胴縁の施工状況、

開口部廻りの防水テープの施工状況を確認し、

撮影します。

（防水紙を剥がすことまでは、求めていません）

・乾式外壁の場合、通気層内で空気が対流する

構造となっていることを確認してください。

・バインダー及びスケールの添付は不要とします。

外壁防水紙・通気構法

・防水紙の種類・重ね幅、通気胴縁の施工状況、

開口部廻りの防水テープの施工状況を確認し、

撮影します。

・乾式外壁の場合、通気層内で空気が対流する

構造となっていることを確認してください。

・バインダー及びスケールの添付は不要とします。

バルコニー防水

・バルコニー防水施工状況（サッシ取付前先施工）

・開口部下端と一般部の防水立上りの高さが適正で

あることを確認した部位を撮影します。

・バインダー及びスケールの添付は必須とします。

内観

・内観の撮影例

（第2回現場検査の実施時期が透湿防水シートを

張った段階であることが明確に分かる）

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

10

11

12

９ 撮影時の注意ポイント

まもりすまい保険　屋根工事完了時内装下地張り直前（木造軸組・枠組壁工法共通） NO７

現場検査時に撮影する写真

バインダー

バインダー

バインダー

５ 床根太の設置（枠組壁工法）

・床根太の支店間距離、転び止めの設置、床根太

相互の間隔等について確認した部位を撮影しま

す。

・バインダーの添付は省略可とします。

・なるべく広い居室を撮影してください。

６ 耐力壁・開口部の構造（枠組壁工法）

・たて枠の間隔、開口部の構造等について確認した

部位を撮影します。

・バインダーの添付は省略可とします。

７ 小屋組の状況（枠組壁工法）

・たる木の間隔、たる木つなぎ、振れ止めの設置

状況等を確認した部位を撮影します。

・バインダーの添付は省略可とします。

８ バルコニー防水

・防水の施工状況を撮影します。開口部下及び開口

部以外の防水立上り高さが適正であることを確認

した部位を撮影します。

・バインダー及びスケールの添付は必須とします。

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

まもりすまい保険　屋根工事完了時内装下地張り直前（木造軸組・枠組壁工法共通） NO６

現場検査時に撮影する写真

撮影時の注意ポイント

バインダー

スケール

バインダー

バインダー
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５ バルコニー防水

・

６ 外壁（開口部廻りの防水）

・防水紙の施工が適切ではない

撮影時の注意ポイント

現場検査時に撮影する写真（好ましくない事例）

まもりすまい保険　屋根工事完了時内装下地張り直前（木造軸組・枠組壁工法共通） NO９

バインダーが画面の多くの部分を占めてし
まっている

撮影時の注意ポイント

バインダー

１ 全景（好ましくない事例）

・建物外観が分かるように可能な限り引いて撮影

してください。

・

・バインダーの添付は省略可とします。

・工事看板等が掲示されている場合は、看板を

画面に入れると住宅が特定できます。

２ 全景（好ましくない事例）

・

３ 土台・柱脚部・筋かい耐力壁（軸組工法）

・写真の真ん中に関係のないもの（電源コード）

が写っている

・土台の下に基礎がない

４ 柱頭部・筋かい耐力壁（軸組工法）

・ピントがずれている

バインダーが画面の多くの部分を占めてし
まないように撮影してください。

まもりすまい保険　屋根工事完了時内装下地張り直前（木造軸組・枠組壁工法共通） NO８

現場検査時に撮影する写真（好ましくない事例）

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

バインダーの表記（「全景」）と撮影箇所
が一致していない

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

バインダー

バインダー

バインダー
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５ バルコニー防水

・

６ 外壁（開口部廻りの防水）

・防水紙の施工が適切ではない

撮影時の注意ポイント

現場検査時に撮影する写真（好ましくない事例）

まもりすまい保険　屋根工事完了時内装下地張り直前（木造軸組・枠組壁工法共通） NO９

バインダーが画面の多くの部分を占めてし
まっている

撮影時の注意ポイント

バインダー

１ 全景（好ましくない事例）

・建物外観が分かるように可能な限り引いて撮影

してください。

・

・バインダーの添付は省略可とします。

・工事看板等が掲示されている場合は、看板を

画面に入れると住宅が特定できます。

２ 全景（好ましくない事例）

・

３ 土台・柱脚部・筋かい耐力壁（軸組工法）

・写真の真ん中に関係のないもの（電源コード）

が写っている

・土台の下に基礎がない

４ 柱頭部・筋かい耐力壁（軸組工法）

・ピントがずれている

バインダーが画面の多くの部分を占めてし
まないように撮影してください。

まもりすまい保険　屋根工事完了時内装下地張り直前（木造軸組・枠組壁工法共通） NO８

現場検査時に撮影する写真（好ましくない事例）

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

バインダーの表記（「全景」）と撮影箇所
が一致していない

撮影時の注意ポイント

撮影時の注意ポイント

バインダー

バインダー

バインダー
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